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Abstract: This study investigated the actual conditions of support for Lesbian–Gay–Bisexual–Transgender 
(LGBT) students in primary and junior high schools. We conducted semi-structured interviews with primary 
and junior high school nursing teachers and administered questionnaire surveys to primary and junior high 
schools in Yamanashi prefecture. Results revealed that school respondents reported the presence of teachers and 
other staff members with whom students could consult about sexuality, but schools made it known to students. 
Many respondents considered it important to increase learning opportunities for school personnel to improve 

































































調査対象者は，山梨県の小学校 9 校，中学校 8 校に勤務


















面接時間は，40 分から 1 時間半程度であった．養護教諭
が 2 名勤務していた 1 校は，2 名同時に実施した．面接は
2015 年 12 月から 2016 年 3 月に実施した． 
2.3 結果 












する相談を受けたことがある教諭は小学校 2 名，中学校 3
名だった．相談を受けたことがあると回答した養護教諭が




がないと回答した教諭が勤務する 12 校（小学校 7 校，中
学校 5 校）の内，セクシュアル・マイノリティ支援につい
て話し合われたことがあると回答した学校は 0 校，今後支
援が必要になると思うと回答したのは 12 校全てだった． 
支援が必要になると思う理由は，12 校中 9 校が「相談
されるようになれば支援が必要となるから（小学校 7 校中
4 校，中学校 5 校中 5 校）」，「見えないところにいるかも
しれないから（6 校：小学校 7 校中 4 校，中学校 5 校中 2
校）」，「社会で受け入れられてきたから（12 校中 4 校：小




全体（14 個，2 項目）」，「社会全体（9 個，3 項目）」，「当
事者の児童生徒（3 個，2 項目）」，「スクールカウンセラー
















































































































































































えで回答）に関する 9 つの質問項目から構成されていた． 
回答者の基本情報は，就業年数（1～5 年，6～10 年，11
～15 年，16 年以上のいずれかで回答），現任校への着任年












明記した．質問紙は 2016 年 10 月 14 日に発送し，2016 年
11 月 30 日までに返送されてきた回答を分析した． 
3.3 結果 
2016 年 11 月 30 日までに 86 校（小学校 57 校，中学校
27 校，未記入 2 校）から回答が得られた（回収率 32.4％）． 
回答は中北地域から最も多く得られた（42 校）．児童生
徒数は 100 人以下 19 校，101～200 人 18 校，201～300 人
8 校，301～400 人 22 校，401 人以上 18 校，未記入 1 校で
あった．スクールカウンセラーが配置されている学校は
59 校（小学校 21 校，中学校 26 校）だった． 
人権教育に力を入れている学校は 59 校，いじめ対策に
力を入れている学校は 85 校，不登校対策に力を入れてい
る学校は 77 校だった． 
セクシュアル・マイノリティの児童生徒の在籍は，いる
1 校，いると思う 15 校，いないと思う 54 校，いない 16
校だった．セクシュアル・マイノリティ児童生徒への支援

















































している学校数を比較したところ，13 項目中 5 項目（「服
装」，「髪型」，「学用品」，「健康診断」，「クラブ活動・部活
動（自認する性別の活動に参加することを認める など）」













































































































































































































































































http://www.health-issue.jp/f/（2019 年 5 月 19 日確認
５） 日高庸晴（2016）．ゲイ・バイセクシュアル男性の
メンタルヘルス．こころの科学，189，21-27．




（2019 年 5 月 19 日確認）．
７） 株式会社 LGBT 総合研究所（2016）．博報堂 DY グ
ループの株式会社 LGBT 総合研究所，2016 年度
「LGBT 意識行動調査」を順次公開 第 1 回は，職
場環境に関する意識調査．
https://www.hakuhoudody-holdings.co.jp/topics/assets/
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